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概要

本稿は、アナログメディアの一つであるカセットテー
プを用いた自作のライブオーディオヴィジュアル作品
『Noisy coffee』、『Forward and Rewind』、およびマルチメ
ディアインスタレーション作品『Forward and Rewind＋
Paint』における創作手法について論じつつ、現代ではレ
トロな音メディアや機材の再利用可能性と、それによ
る新しいデジタル表現について議論する。また、これ
らの作品では、古いメディアを即興演奏のためのツー
ル、即ち楽器として使用しており、それによる独特の
音色やノイズ、演奏手法およびパフォーマンスについ
ても言及する。そして、廃れゆく機器のオルタナティ
ブな利用法と音楽的美学について検討する。

This paper discusses the original creative method in the
live audiovisual works of Noisy coffee and Forward and
Rewind, as well as in the multimedia installation work of
Forward and Rewind + Paint, in which analogue cassette
tapes are employed, and it is considered the possibility of
reusing retro sound media and equipment and new digital
expression. These works also investigated possibilities of
old media as tools or musical instruments for improvised
performance, including discussions of their unique tones,
noises, and performance techniques, as well as alternative
uses of nostalgic equipment and musical aesthetics.

1. はじめに

テクノロジーの進化は常に新しい芸術表現を生み出
すことを可能にし、近年では人工知能が多くの表現分
野に影響を与え続けている。一旦ある表現に関して認
知可能な定数化されたパラダイムが完成すれば、それ
は次々と人工知能に取って替わられることを許し、過

去の表現をモデルとした新しい表現のコピーが生まれ
ている。他方、過去の産物となった機材やツール、表
現メディアは新しいものに取って代わられたことでそ
の役割は終わるのだろうか。いや、むしろ、元来とは
全く異なる方法で使われたり、新しいテクノロジーと
接続されたりすることにより、これまでにはなかった、
未だ定数化されていない表現を生み出す多くの可能性
が潜んでいるのではないだろうか。
本稿では、アナログカセットテープとその録音再生機

材に着目し、特に、以下の研究課題（Research Questions）
について明らかにしていくことが目的である：

1. カセットテープおよびカセット録音再生機材を
楽器として用いることで、どのような音楽的、ま
たは演奏における表現の可能性があるか。

2. カセットテープおよびカセット録音再生機材は、
映像においてはどのような表現の可能性をもた
らし得るか。

3. カセットテープおよびカセット録音再生機材に
よる作品創作手法とは？

これらについて、筆者である宮内が創作した三つの
作品の創作、演奏、展示についてとともに論じていく。

2. 背景
2.1. レトロな録音再生メディアと利点
近年、アナログ機材やレトロなメディアに対する愛

着の高まりや、それらの美学を再評価する傾向が窺え、
実際、日本のレコード生産数は 2014年に約 40万枚で
あったのが 2023年には約 270万枚と 7倍近い増加が見
受けられた（日本レコード協会,2024）（長野幸代,2021）。
日本でのカセットテープの販売数も 2014年の約 110万
枚から最近は落ち込んできてはいるものの、2023年に
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は約 12万枚あり (日本レコード協会,2024)、都内では
カセットテープ専用の売り場が広がっているという。
英国でもカセットテープは人気で、販売数は過去 10年
間連続で増加している。(ウスビ・サコ,2024)
このように、昔の音楽メディアであるレコードやカ

セットテープが現在もなお好まれている理由はさまざ
まであろうが、その一つには、これらが各人が好む音
楽コンテンツに対しての物質的所有感を満たし、また、
実際に所持することで、その音楽やアーティストに特
別な愛着を持てる点が挙げられるのではないだろうか。
この背景には、音楽コンテンツのデジタル化が進み、音
楽配信サービスや動画共有サイト等で音楽を聴くこと
が増え、製品化されたコンテンツを見ることさえ珍し
くなったことが考えられる。
さらに、DJなど音楽をパフォーマンスする立場の

人にとっては、アナログの媒体は直接手で触れて演奏
することができ、デジタルとは異なるその操作性も魅
力である。剥き出しのメディアに直接触れて演奏する
ことで、より直感的で即興的なパフォーマンスに結び
つくと考えられる。また、レコードやカセットテープ
などの媒体に録音された音は、デジタルほどに画一化
されたものではなく、厳密に言えば、それらの素材に
よっても音は異なっている。そして、経年によるビニー
ルや磁気テープの変化や劣化さえも、むしろ音楽的に
は楽しめる部分かもしれない。これらローファイで洗
練さに欠けた音は、デジタルな音に慣れている若者に
とってはより新鮮に感じられ、また、それらに囲まれ
て過ぎし時代を生きた者にとっては、愛着や懐かしさ
を思い起こさせるのではないか。

2.2. 過去のテクノロジーの再利用と表現

過去の機材や記録再生媒体が、ある時代における一
過性のものとして使い捨てられるだけでなく、本来の
使用法を超えて新しい表現を創造し得るこということ
は、さまざまな作品の実践例が示している。“ヴィデオ
アートの父”と呼ばれる Nam June Paik (1932-2006）は
植物を植えた庭園の周りにテレビをランダムに設置し
た『TV庭園（TV Garden）』（1974、2002）を制作し、
テレビをテレビとしてではなく表現媒体とする利用を
試みた。また、大友良英（1959-）の『hyper wr player -
without records hi-fi version』（2008）では、レコードプ
レーヤーの上に本来乗せるべきレコードを乗せず、代
わりに、コンピュータに制御された四つのアームがター
ンテーブルを引っ掻いたり叩いたりすることで、プレイ
ヤー自体の音による多様なノイズが発生するインスタ
レーションを創作している。これは、レコードの再生や
使用法について再考するアナログメディアの新たな表
現の試みである。また、複数のオープンリール式テープ
レコーダーとコンピュータを接続させ演奏するアンサ

ンブル、Open Reel Ensemble（2009-）の『MAGNETIZE
(Studio Live Version)』(2023)では、ライブで音や声を
録音し、リールの部分を手で回しながらリズムを生み
出したり、テープを引っ張ったり叩いたりするなど、
オープンリール式テープレコーダーを“楽器”として拡
張させた新しい演奏スタイルを実践している。
前項で述べたレトロなものへの懐古的傾向は、80年

代ゲーム機のファミリーコンピュータの内臓音源であ
る 8ビットサウンド（チップチューン）等、音色におい
ても確認することができる。そして、そのようなチッ
プチューンは、“自分で作る”ということに重きをおく
Do It Yourself（DIY）やサーキットベンディングなど
の文化とも結びつき、チープなサウンドがオリジナル
の新しい楽器としてデザインされ、新たな価値観の創
造につながっている。つまり、元々 8ビットサウンド
の音楽はテクノロジーの限界から工夫され作られたも
のであったが、そのような“音色”に対する価値が再評
価され、多様な音が簡単に作れる現代においても敢え
てその音色を利用した音楽が多数生まれている。
メディア理論の研究者である Jussi Parikkaは以下の

ように述べている：「こうした新しいメディアによる
古いメディアの再メディア化 [remediation] (Bolter and
Grusin, 1999)は、古いものと新しいものの境界があちこ
ちで不明瞭になっている文化状況を理解するための直
感的な方法のように思われる。新しいメディアは徐々
に私たちユーザの習慣を変えていくかもしれないが、
しかし古いメディアは私たちのもとを去るわけでは決
してない。それらは絶えず再メディア化され、再浮上
し、新しい使用法、文脈、適応状況を見出し続ける。」
（Parikka著、梅田 et al. 訳, 2023）

3. “楽器”の追究と作品コンセプト

本稿では、カセットテープ録音再生機とカセット
テープに関する“古いメディアの再メディア化”につい
て考察する。すなわち、本来、音を記録したり、再生す
る用途に作られたカセットテープ録音再生機とカセッ
トテープについて、“楽器”としての使用法と表現につ
いて検討していく。また、“楽器”の定義について、こ
こでは音色と人による操作の両部分から成り立ってい
るものと定義する。さらに、それらの映像表現におけ
る可能性も模索する。この実験は、ライブパフォーマ
ンス作品である『Noisy Coffee』（2023)、『Forward and
Rewind』（2023-2024）、および、マルチメディアイン
スタレーション作品の『Forward and Rewind + Paint』
（2023-2024）、の 3作品において試みられた。
各作品のコンセプトについて、『Noisy Coffee』は研

究室主催の SonicItコンサートの開催場所であった、江
別市の「ドラマシアターども」というカフェと劇場が併
設された独特な場所であり、その空間のノスタルジッ
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クでレトロな雰囲気に寄り添った表現をコンセプトと
している。また、『Forward and Rewind』と『Forward
and Rewind + Paint』は、物体が回るイメージの表現を
試みている。回るイメージというのは、カセットテー
プを再生した際に回転すること、時代が回ることの二
つの意味を持つ。

3.1. “楽器”のセットアップ
『Noisy Coffee』、『Forward and Rewind』、「Forward

and Rewind＋ Paint」ともに主な使用機材は以下の通
りである：

a YAMAHA製MTR YAMAHA MT400（カセット
テープの再生、録音）

b 大江戸テクニカ製カセットテープ DJ機器（カ
セットテープのライブ演奏）

c ANDO製AUTO REVERSE CASSETTE PLAYER
CQ-422（カセットテープのライブ演奏）*『For-
ward and Rewind』のみ

ライブ演奏やインスタレーションの展示での a.～c.
の機材の結線に関して、a.や c.から再生されるカセッ
トテープと、b.で再生されるカセットテープの音にギ
ター用のマルチエフェクターを加えた音の両方を、リ
アルタイムでコンピュータに入力音として取り込み、
ライブ電子音響の生成として用いられた。また同時に、
それらの入力音はライブ映像表現における映像エフェ
クトとしても使用されることで、ライブマルチメディ
ア作品（パフォーマンスまたはインスタレーション）が
構成されている。（映像のソースはあらかじめ用意した
ものを使用）。これらの音と映像のリアルタイム処理に
はMax8を使用した。機材の詳細は後述する。

3.2. “楽器”の音色の探究
カセットテープ録音再生機とカセットテープがどん

な音色をもち、そして、どのように楽音となり得るの
か、それらの可能性をより幅広く検討するため、異な
る種類の機材やメディア自体から発せられるノイズや
操作音を録音した。収集したノイズの詳細は以下の通
りである：

1. MTR YAMAHA MT400でカセットテープを早送
り、巻き戻し、一時停止する際に発生するノイズ

2. 大江戸テクニカ製 DJ機器でカセットテープを再
生、早送り、巻き戻しする際に発生するノイズ

3. 大江戸テクニカ製 DJ機器で再生する際に押すボ
タンの音

4. 大江戸テクニカ製 DJ機器でカセットテープをス
クラッチする際に発生するノイズ

5. ANDO製AUTO REVERSE CASSETTE PLAYER
CQ-422でカセットテープを早送り、巻き戻しす
る際に発生するノイズ

6. 音楽の入ったカセットテープの音
7. カセットテープを振った際に出る「かしゃかしゃ」
という音

8. エレキギターの音またはノイズ音（3秒のループ
カセットテープ用）

採取した音素材の特徴として”瞬間的”か”継続的”か
のどちらかであるという点がある。瞬間的な音は１秒
にも満たないほどの短いものであり、継続的な音はテー
プを再生している限り出力し続ける音を指す。
上記 1. 6.の音は、マイクロフォンまたは直接コン

ピュータに録音し、DAWソフトウェア上で音を組み
合わせ、音量や定位、エフェクト処理等の編集後、再
びMTR YAMAHA MT400でカセットテープに録音さ
れることで、ライブ演奏やインスタレーションで用い
られる 2分半の音源である“メインカセットテープ”と
して 1本作られた。その他、テープ部分を切り貼りし
て約 3秒の音をループできるように加工したカセット
テープも用意し、『Noisy Coffee』ではエレキギターの
音、『Forward and Rewind』では機材のノイズによる短
いループのカセットテープや（8.）、1. 7.の各ノイズ単
体からなるカセットテープをランダムに 4つほど用意
し、演奏や展示で使用した。

3.3. 演奏法とパフォーマンスの追究

MTR YAMAHA MT400は、再生速度や音量を変化
させながらカセットテープの演奏をする楽器として用
いられている。この機材は、一般的なカセット録音再
生機材と異なり、片面で最大 4トラックを個別に録音
再生可能で、また、カセットを裏返すことで、反対側
の面に録音されている音は逆再生となる特徴がある。
その他に、再生するテープの「速度切り替えスイッチ」
があり、4.8cm／秒と 9.5cm／秒のいずれかに切り替
えが可能となっている。また、テープのピッチコント
ロールも可能で、約 ±10％の範囲でテープ再生速度を
変えることが可能である。
大江戸テクニカカセットテープDJ機器は、カセット

テープの部分が剥き出しとなっている機材のため、そ
の部分を直接手で触って DJのような即興的な演奏楽
器として用いられた。スクラッチの奏法で長めのノイ
ズを生み出したり、モータースピードコントロールで
カセットテープの回転する速さを変えたり、フェード
アウトの速さも NON、SLOW、QUICKの３段階で調
整可能で、ピッチベンドなどの表現を生み出したりす
ることが可能となっている。この機材自体が、カセッ
トテープを演奏する可能性を拡げるためのものである。
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なお、作品では、この機器からの音はギター用マルチ
エフェクターを通して使われている。
さらに、ポータブルカセットテープ再生機のANDO

製AUTO REVERSE CASSETTE PLAYER CQ-422はあ
らかじめカセットテープのリボンを引き伸ばしプレー
ヤーからはみ出る状態でセットし、再生しながらその
はみ出したテープを引き伸ばし演奏するという使い方
をした。
ライブ演奏『Noisy Coffee』『Forward and Rewind』で

はこれらの“楽器”と約 4つのカセットテープで、テー
プを機材に入れ替えたり、裏返したりしながら即興で
演奏された。また、前述した 2分半の“メインカセット
テープ”の音は、主に以下のような構成を持つ：①機材
のボタンを押す瞬間的なダイナミックレンジの変化が
大きい音を主とした冒頭部（30秒程度）、②再生や早
送りの音による狭いダイナミックレンジの変化で、継
続的に細かく多様なノイズを主とする中間部（30秒程
度）、③音楽やカセットを振る音などさまざまな要素の
音がランダムに入っている後半部（1分半程度）の 3つ
である。即興演奏は、①の冒頭部 30秒を再生後、中間
部から再生速度を変えたりテープをスクラッチさせる
などの即興演奏を適用し、最終的には 8分程度まで引
き伸ばされた。②の中間部から即興演奏が始まるのは、
より単調な特徴のパートの方が、即興的に音響を変え
ていくという点からは適したパートであると考えたた
めである。また、後半には、いくつかのカセットテー
プのリボンをステージ上で激しく引っ張り、リアルタ
イムに音響を変えていくパフォーマンスも行なった。
マルチメディアインスタレーション『Forward and

Rewind＋ Paint』においても、前述の機材の操作部分
を参加者が操作できるよう設置し、自由に音や映像を
変えて楽しめるような作品とした。

4. 映像表現とマッピング

『Noisy Coffee』『Forward and Rewind＋ Paint』で
の映像素材は、何層にも重ねたカセットテープの再生
といくつかの物体が回る様子を組み合わせた 1つの映
像素材のみを繰り返し使用した。また、『Forward and
Rewind』では、新たに 3つの各 5 6秒の映像素材を追
加し、計 4つの映像をそれぞれループさせて使用した。
その際、キーボードのキーで 4つのどれを使用するか
を随時選ぶことができ、また、MIDIフェーダーで映像
の透明度を変え、2つの映像をレイヤリングして表示
できるシステムとした。これらの操作により、映像も
即興的にパフォーマンスでは提示されたが、映像表現
の選択や変化の付け方、シーケンスは音楽の即興を主
体として、流れている音に追従する形をとった。
今回課題とした、カセットテープ録音再生機とカセッ

トテープの映像エフェクトとしての表現への影響の検

討は、Max8の jitterでリアルタイムに音情報を映像表
現に解釈させる方法で実験し、演奏中の音情報は、以
下のように映像エフェクトにマッピングした：

『Noisy Coffee』『Forward and Rewind』

i. 音量で映像の残像の強弱を変化させる（大きい音
ほど残像強）

ii. 音高の高低によりグリッドの大きさが変わる（高
い音ほどグリッドが大）

『Forward and Rewind＋ Paint』

iii. 音量で映像のコントラストを変化させる（大きい
音ほどコントラストが強）

iv. 音高の高低により彩度を変化させる（高い音ほ
ど色が鮮やか）パフォーマンスでは、曲中の瞬間
的に強いアタックから減衰へ向かう音の連続は、
数多くのフラッシュのような表現となっている。
また、テープに録音された細かい多様なノイズ
は、演奏ごとに異なるテープの緩みや捩れの具合
も伴い、その時ならではの音を生成し、映像とし
ても現れている。つまり、音だけでなく映像にも
多様なノイズや歪みが現れ、抽象的で解像度が低
い表現へとつながった。

図 1: 『Forward and Rewind』のMax8パッチ

5. 創作結果
カセットテープ録音再生機とカセットテープの楽器

と新しい表現の可能性の模索における実験結果は以下
の通りである。
マルチメディアインスタレーション『Forward and Rewind
+ Paint』（2023）
https://youtu.be/KM6wJ8XzfD8\?si=LSneNyXGku7fTbSb

マルチメディアパフォーマンス『Forward and Rewind』
（2024）
https://youtu.be/mDcSFrU0z_A\?si=uD8Dn7ZFBlRieuYC
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図 2: 『Forward and Rewind + Paint』展示風景

6. まとめ

カセットテープから流れる音の質感はザラザラして
おり、その要因はやはりノイズである。その原因はほ
こりやテープの経年劣化以外にも、録音や演奏をする
際や機器の調子によってその時々に生じるテープの歪
みや捩れの影響があり、常に音が一定ではない。しか
し、それはカセットテープならではの良さでもあり、音
や映像に一回限りの独特のうねりや質感を生み出して
いる。
また、カセットテープは、アナログメディアの中で

も容易に録音することができ、アイデア次第で独自の
工夫を施し加工しやすいことも利点である。また、演
奏中にテープが切れることもまた起こり得るが、それ
でもなお、そこから音響や即興演奏を生み出すことで、
即興パフォーマンスのツールとしても興味深い。再生
機器側でも再生速度や逆再生の操作、さらには、テープ
に意図的に捩れを生じさせて音を歪ませることなども
ダイレクトに可能であり、楽器としてこれまで行なっ
た実験以外にも、さまざまな表現を生み出す高い可能
性があると考えられる。
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図 3: 『Forward and Rewind』パフォーマンス動画
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creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/ をご覧頂くか、
Creative Commons, PO Box 1866, Mountain View, CA 94042, USAま
でお手紙をお送りください。

– 13–

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/4.0/

	 ã膯ã膘ã芁ã膫
	 è莌æ馯
	 ã莬ã莈ã莭ã膪é貲é龳å蚍ç钟ã莡ã莇ã芣ã芢ã膨å袩ç芹
	 é膎å躻ã膮ã莆ã芯ã莎ã莭ã芸ã莼ã膮å蚍å袩ç钨ã膨èꆨç达

	 ``æꖽå馨''ã膮è뾽çꦶã膨ä붜å鎁ã芳ã莳ã芻ã莗ã莈
	 ``æꖽå馨''ã膮ã芻ã莃ã莈ã芢ã莃ã莗
	 “æꖽå馨”ã膮é龳è覲ã膮æ躢çꦶ
	 æ범åꖏæ뎕ã膨ã莑ã莕ã芩ã莼ã莞ã莳ã芹ã膮è뾽çꦶ

	 æ颠å莏èꆨç达ã膨ã莞ã莃ã莔ã莳ã芰
	 å覵ä붜ç떐æ麜
	 ã膾ã膨ã芁
	 è겝è뺞
	 å辂è肃æ隇ç貮
	 å辂è肃ä붜å鎁
	 è醗è肅ã莗ã莭ã莕ã芣ã莼ã莫

